
近年の状況に対応するため、設置について検討して
いきたい。

Q

A 町　長
山野 千佳子議員

【
Ｑ
３
】

　
小
・
中
学
校
で
の
保
健

の
授
業
で
、が
ん
の
予
防
、

早
期
発
見
、早
期
治
療
、最

新
の
治
療
法
、
末
期
が
ん

の
対
応
、
が
ん
検
診
の
重

要
性
や
が
ん
患
者
の
体
験

談
な
ど
教
え
て
は
ど
う
か
。

【
Ａ
３
】

　
今
採
用
し
て
い
る
教
科

用
図
書
に
が
ん
に
つ
い
て

の
記
載
が
あ
る
。
小
学
生

は
６
年
生
、
中
学
生
は
３

年
生
の
保
健
の
学
習
を
中

心
に
が
ん
教
育
を
実
施
し

て
い
る
。

【
Ｑ
１
】

　
日
本
は
世
界
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
が
ん
大
国
だ
が
、治

療
後
の
生
活
に
必
要
な
尿

漏
れ
パ
ッ
ト
を
捨
て
る
汚

物
入
れ
が
男
性
ト
イ
レ
に

な
い
。
男
性
個
室
ト
イ
レ

に
汚
物
入
れ
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

【
Ａ
１
】

　
近
年
の
前
立
腺
が
ん
や

膀
胱
が
ん
患
者
の
増
加
に

伴
い
、様
々
な
尿
漏
れ
パ
ッ

ト
等
が
普
及
し
て
い
る
。サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
必

要
と
す
る
人
も
見
込
め
る

状
況
で
あ
る
た
め
、
設
置

に
向
け
検
討
し
た
い
。

【
Ｑ
２
】

　
町
内
何
か
所
の
男
性
個

室
ト
イ
レ
が
あ
る
の
か
。

【
Ａ
２
】

　
役
場
庁
舎
を
は
じ
め
、17

施
設
に
59
か
所
の
男
性
個

室
ト
イ
レ
が
あ
り
、
多
く

の
方
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
公
共
施
設
の
環
境
づ

く
り
を
し
て
い
く
た
め
に

は
、
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

投票所におけるデジタル化は　

ＤＸの推進により環境が整えば、デジタル化を進めたい。

Q

A 総務部長

【
Ｑ
２
】

　
投
票
所
に
お
い
て
、
シ

ス
テ
ム
使
用
に
よ
り
、
ミ

ス
が
防
げ
る
と
思
う
が
設

置
は
可
能
か
。

【
Ａ
２
】

　
使
用
し
て
い
る
選
挙
シ

ス
テ
ム
は
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
観
点
か
ら
物
理

的
な
方
法
で
の
み
ア
ク
セ

ス
可
能
で
あ
り
、
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
な
ど
の
無
線
通
信
で

は
行
え
な
い
。

　
現
在
、
老
人
集
会
所
４

か
所
を
投
票
所
と
し
て
使

用
し
て
い
る
が
、
有
線
環

境
の
整
備
に
つ
い
て
、
今

は
考
え
て
い
な
い
。

【
Ｑ
１
】

　
昨
年
秋
の
知
事
選
挙
で

二
重
投
票
が
あ
っ
た
が
、そ

の
原
因
と
防
止
策
は
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

【
Ａ
１
】

　
現
在
、
期
日
前
投
票
に

お
い
て
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
住
所
の
住
民
情
報
を

扱
う
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
、

選
挙
人
名
簿
と
の
照
合
を

行
っ
て
い
る
が
、
投
票
所

で
は
シ
ス
テ
ム
が
使
用
で

き
な
い
。

　
選
挙
事
務
従
事
者
の
事

務
説
明
会
に
お
い
て
、
選

挙
人
名
簿
の
照
合
を
徹
底

す
る
よ
う
再
度
注
意
を
促

す
と
と
も
に
、
選
挙
事
務

の
精
査
に
努
め
る
。

古文書等、歴史的資料の保存は

文化財の保存や、活用について計画策定を進める。

Q

A 町　長
中島 数宜議員

【
Ｑ
３
】

　
計
画
策
定
に
向
け
た
具

体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
Ａ
３
】

　
令
和
４
年
度
か
ら
住
民

参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
し
、
地
域
に
埋
も

れ
て
い
る
文
化
財
な
ど
の

洗
い
出
し
や
活
用
方
法
に

つ
い
て
協
議
を
行
う
。

【
Ｑ
４
】

　
筆
の
里
工
房
周
辺
整
備

事
業
で
、
保
存
可
能
な
施

設
は
で
き
な
い
か
。

【
Ａ
４
】

　
現
段
階
で
は
想
定
し
て

い
な
い
が
、
保
管
の
必
要

性
や
保
管
場
所
に
つ
い
て

研
究
を
進
め
て
い
く
。

【
Ｑ
１
】

　
古
文
書
や
歴
史
的
資
料

は
そ
の
土
地
の
先
人
達
の

歴
史
を
物
語
る
大
切
な
も

の
で
あ
る
。
個
人
が
将
来

に
わ
た
り
、
保
管
し
て
い

く
に
は
限
界
が
あ
る
。
公

的
施
設
で
保
存
が
で
き
な

い
か
。

【
Ａ
１
】

　
今
後
、
２
年
間
で
文
化

財
の
保
存
や
活
用
に
つ
い

て
町
民
の
意
見
を
反
映
し

つ
つ
計
画
策
定
を
進
め
る
。

【
Ｑ
２
】

　
町
内
の
各
家
庭
に
は
、歴

史
的
資
料
を
多
数
保
管
さ

れ
て
い
る
。
発
掘
は
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
。

【
Ａ
２
】

　
文
化
財
の
保
存
と
活
用

に
関
す
る
計
画
を
策
定
す

る
中
で
古
文
書
等
、
歴
史

的
資
料
の
掘
り
起
こ
し
と

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

農業後継者問題と荒廃化対策は

消費地が近い立地的な優位性を生かした農業を推進する。

Q

A 建設農林部長

【
Ｑ
３
】

　
令
和
２
年
12
月
の
議
会

で
山
林
内
を
メ
ッ
シ
ュ
柵

で
囲
う
イ
ノ
シ
シ
被
害
対

策
を
要
望
し
た
が
進
展
し

て
い
る
か
。

【
Ａ
３
】

　
他
市
町
の
事
例
で
も
対

象
農
地
一
帯
を
囲
い
、
完

全
に
ブ
ロ
ッ
ク
で
き
る
よ

う
な
敷
設
方
法
を
と
る
こ

と
で
一
定
の
効
果
は
あ
る
。

対
策
を
実
現
す
る
に
は
、地

域
が
共
同
で
取
り
組
む
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
設

置
後
の
管
理
も
含
め
た
組

織
づ
く
り
も
必
要
と
な
る
。

【
Ｑ
４
】

　
６
次
産
業
化
の
必
要
性

は
。

【
Ａ
４
】

　
今
後
の
課
題
と
し
て
研

究
を
し
て
い
く
。

【
Ｑ
１
】

　
農
家
が
減
少
傾
向
に
あ

る
。
過
去
10
年
間
の
農
家

世
帯
と
荒
廃
地
面
積
は
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。

【
Ａ
１
】

　
平
成
22
年
と
令
和
２
年

を
比
較
す
る
と
、
農
家
数

は
560
戸
か
ら
448
戸
に
、
経

営
耕
地
面
積
は
96
ｈ
ａ
か

ら
63
ｈ
ａ
に
そ
れ
ぞ
れ
減

少
し
、
農
業
の
衰
退
と
耕

作
さ
れ
な
い
農
地
が
増
え

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
荒
廃
地
も
進
ん
で
い
る

抑
制
対
策
は
。

【
Ａ
２
】

　
町
内
の
平
均
的
な
経
営

規
模
な
ど
か
ら
平
成
23
年

に
全
域
を
農
地
取
得
時
の
取

得
下
減
面
積
を
３
，０
０
０

㎡
か
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１
，０
０
０
㎡
へ
引

き
下
げ
、
農
地
を
譲
り
や

す
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し
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。
ま
た
、
水
稲

や
野
菜
作
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の
基
礎
知
識

習
得
の
勉
強
会
を
Ｊ
Ａ
安
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て
、
毎
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１
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開
催
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。
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ど
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る
教
科

用
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書
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が
ん
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い
て

の
記
載
が
あ
る
。
小
学
生

は
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年
生
、
中
学
生
は
３

年
生
の
保
健
の
学
習
を
中

心
に
が
ん
教
育
を
実
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し

て
い
る
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【
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１
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日
本
は
世
界
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ッ
プ
ク

ラ
ス
の
が
ん
大
国
だ
が
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療
後
の
生
活
に
必
要
な
尿

漏
れ
パ
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ト
を
捨
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る
汚

物
入
れ
が
男
性
ト
イ
レ
に

な
い
。
男
性
個
室
ト
イ
レ

に
汚
物
入
れ
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

【
Ａ
１
】

　
近
年
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前
立
腺
が
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や

膀
胱
が
ん
患
者
の
増
加
に
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漏
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パ
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等
が
普
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る
。サ
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リ
ー
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ッ
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を
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と
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る
人
も
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で
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に
向
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場
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舎
を
は
じ
め
、17
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設
に
59
か
所
の
男
性
個

室
ト
イ
レ
が
あ
り
、
多
く

の
方
が
安
心
し
て
利
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で

き
る
公
共
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設
の
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く
り
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め
に
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検
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要
が
あ

る
と
考
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。
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、
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日
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情
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の
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ム
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者
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再
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事
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に
努
め
る
。
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文化財の保存や、活用について計画策定を進める。
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計
画
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定
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け
た
具

体
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な
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ル
は
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【
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】

　
令
和
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度
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ら
住
民

参
加
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プ

を
実
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し
、
地
域
に
埋
も

れ
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い
る
文
化
財
な
ど
の

洗
い
出
し
や
活
用
方
法
に
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協
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を
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事
業
で
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存
可
能
な
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で
き
な
い
か
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【
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現
段
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で
は
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が
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て

研
究
を
進
め
て
い
く
。

【
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１
】

　
古
文
書
や
歴
史
的
資
料

は
そ
の
土
地
の
先
人
達
の

歴
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を
物
語
る
大
切
な
も

の
で
あ
る
。
個
人
が
将
来

に
わ
た
り
、
保
管
し
て
い

く
に
は
限
界
が
あ
る
。
公

的
施
設
で
保
存
が
で
き
な

い
か
。

【
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１
】

　
今
後
、
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年
間
で
文
化

財
の
保
存
や
活
用
に
つ
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て
町
民
の
意
見
を
反
映
し

つ
つ
計
画
策
定
を
進
め
る
。

【
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】

　
町
内
の
各
家
庭
に
は
、歴

史
的
資
料
を
多
数
保
管
さ

れ
て
い
る
。
発
掘
は
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
。

【
Ａ
２
】

　
文
化
財
の
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と
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用

に
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す
る
計
画
を
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す
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中
で
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書
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、
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的
資
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の
掘
り
起
こ
し
と

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
と
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え
て
い
る
。

農業後継者問題と荒廃化対策は

消費地が近い立地的な優位性を生かした農業を推進する。
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内
を
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被
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要
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た
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進
展
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市
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の
事
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で
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農
地
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を
囲
い
、
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全
に
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で
き
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よ
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な
敷
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方
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を
と
る
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で
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定
の
効
果
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あ
る
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実
現
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に
は
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が
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む
こ

と
が
不
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欠
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り
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後
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管
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組
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と
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【
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家
が
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少
傾
向
に
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。
過
去
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間
の
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家

世
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地
面
積
は
ど

の
よ
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に
変
化
し
た
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。
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１
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22
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と
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和
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を
比
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す
る
と
、
農
家
数

は
560
戸
か
ら
448
戸
に
、
経

営
耕
地
面
積
は
96
ｈ
ａ
か

ら
63
ｈ
ａ
に
そ
れ
ぞ
れ
減

少
し
、
農
業
の
衰
退
と
耕

作
さ
れ
な
い
農
地
が
増
え

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　
荒
廃
地
も
進
ん
で
い
る

抑
制
対
策
は
。

【
Ａ
２
】

　
町
内
の
平
均
的
な
経
営

規
模
な
ど
か
ら
平
成
23
年

に
全
域
を
農
地
取
得
時
の
取

得
下
減
面
積
を
３
，０
０
０

㎡
か
ら
１
，０
０
０
㎡
へ
引

き
下
げ
、
農
地
を
譲
り
や

す
く
し
た
。
ま
た
、
水
稲

や
野
菜
作
り
の
基
礎
知
識

習
得
の
勉
強
会
を
Ｊ
Ａ
安

芸
と
協
働
し
て
、
毎
月
１

回
開
催
し
て
い
る
。

▶
村
絵
図
（
約
150
年
前
）

▶
投
票
箱

▶
ペ
ー
パ
ー
サ
ニ
タ
リ
ー

　ボ
ッ
ク
ス

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
・
委
員
会
活
動

議
会
審
議

議
会
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

くまの議会だより　第123号 ⑥⑦ くまの議会だより　第123号

▲荒廃地

町内男性個室トイレにサニタリー
ボックスを

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

と
は…

　
進
化
し
た
Ｉ
Ｔ
技
術
を

浸
透
さ
せ
る
こ
と
で
、人
々

の
生
活
を
よ
り
良
い
も
の

へ
と
変
革
さ
せ
る
と
い
う

概
念
の
こ
と
。


